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1．はじめに

白砂清松の慶野松原は，1928 年に国指定文化財の「名
勝」に指定され，全国の中でも芸術上あるいは観賞上の
価値が高い地域とされる（文化庁「名勝」https://www.
bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/meishou/,2022.11
参照）．古くは柿本人麻呂らによって「万葉集」にも詠ま
れた景勝地で，約 5 万本のクロマツが生い茂るが，ここの
松林は名勝指定されている松林の中でも，樹高・枝下高・
葉群高が低く，胸高直径・樹冠直径が大きい「横長」の
樹形が特徴とされる 1-2）．また地元住民による落ち葉掻き
や下草刈りが連綿と行われていること，松林だけでなく砂
浜の海浜植物も保全されていることから，これらが一体と
なった白砂清松の景観を維持することが出来ている．

このようなランドスケープ遺産としての価値を持つ慶野松
原は「日本の渚百選」「日本の水浴場 88 選」「快水浴場
百選」に選ばれるなど，日本を代表する海水浴場にもなっ
ている．また播磨灘に沈む夕日は「日本の夕日百選」に
選ばれ，多くの観光客を魅了し続けている．近年では近
隣のホテルの改装等も行われ，さらには花火大会などのソ

フト事業も多数展開されるなど，レクリエーションの場として
充実しつつある．

一方，夏の海水浴客のデータをみてみると，統計のあ
る平成 12 年度には 143,000 人だったが，令和元年度
は 94,000 人となり，観光客数が減少傾向にあることが
わかる 3）．このような傾向にある要因について，地元のま
ちづくり団体である「慶野松原盛上げて委員会」によると，
まず，施設の老朽化や破損，使われていない空間の存在
などが魅力を大きく下げていることが指摘されている 3）．近
隣ホテル等の努力によりシーズン外の観光客が増えつつあ
るが，観光客が訪れても地元でお金が使われない状況に
あるといえるだろう．また様々な団体が混在していることも
発展の妨げとなる要因の一つとして挙げられている 3）．例
えば，慶野松原の利用をみてみると，夏の海水浴にホテル
宿泊，花火大会，夕景を楽しくむ観光客，キャンプ，ジェッ
トスキー，ビーチバレーなど様々な目的をもった来園者や運
営者が混在している．それぞれの価値観や思いを慶野松
原に対して持っており，共通した慶野松原のイメージを形成
しづらいことも，発展の障壁となっているとされる 3）．

以上のような課題を解決し，慶野松原に賑わいを取り戻
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すとともに，今後目指すべき慶野松原の未来像を関係者間
で共有するために，2020 年度，当該地区における観光ま
ちづくり計画を策定することとなったのでここに報告する．

2　計画策定のプロセス

計画の策定に当たっては，まず観光客の利用実態を把
握すべく，LINE アンケートおよび位置情報ビッグデータを
用いた行動分析を行うこととした．まず LINE アンケートは
9 月 18 〜 20 日の期間に，兵庫県内の 20 代，30 代，40 代，
50 代の男女（各 105 名）を対象に実施，回答者数は合
計 840 名であった．内容は，慶野松原の地名度，淡路
島への来訪頻度および時季，淡路島の海沿い地域に対す
る印象，慶野松原に期待する事業内容（慶野松原に「行っ
たことがある」「知っている」と回答した 282 名が対象）と
した．また実際に慶野松原を訪問した観光客の意識も把
握すべく，9 月 10 〜 28 日の期間に慶野松原荘，あわじ
浜離宮，ホテルけひの海の 3 つホテル，および土居オート
マリンで，留め置き方式にてアンケートを実施，有効回答
数は 62 名（男性：27.4%，女性：72.6%）であった．内
容は LINE アンケートの結果と比較するために図 -4 の項目
と同様とし、評定は「非常に満足（2 点）」から「非常に
不満（-2）」までの 5 段階で求め、その平均評価点を求めた。

また位置情報ビッグデータを用いた利用行動調査は，au
（KDDI）スマートフォンのデータを活用，来訪者の居住地
特性の把握，利用者数の月別推移，慶野松原の利用密
度の把握を捉えた．なお，データの提供元は KDDI・技
研商事インターナショナル「KDDI Location Analyzer」で，
来訪者数はこの Analyzer で自動生成されるKDDI 以外の
キャリアを含む推定値を採用（データには 10 代以下，およ
びインバウンド観光などによる海外からの来訪者のデータは
含まれない），15 分以上滞在者を対象とし，2020 年は新
型コロナウィルス感染拡大の影響が大きいことから，2019
年のデータを活用した．

以上の結果を踏まえ，観光まちづくりのテーマやランドス
ケープデザイン，そこでの活動内容を明確にするべく，2 回
のワークショップを開催した．1 回目は 2020 年 10 月 14
日に「慶野松原を魅力的にするためのアイデア出し」につ
いて，2 回目は 12 月 18 日に「慶野松原で実施したい活動」
について議論を行った．それぞれ 54 名，47 名の参加を
得た．以上の成果を踏まえ，次年度以降に実施する事業
の整理と，慶野松原のランドスケープデザインを提案した．

3．淡路島や慶野松原を訪問する観光客の意識

ここでは，慶野松原の来園者の利用者意識や利用行動
から，本地域の利用実態を明らかにするとともに，今後の
まちづくりのあり方について考察する．

3．1　慶野松原の知名度

慶野松原の知名度は「行ったことがある」が 18.6%，「知っ
ているが行ったことはない」が 15.0% で，合わせて 33.6%
であった．「名勝」指定されているが，対象が兵庫県民で
あることを考えると，知名度はそれほど高くない．特に 20
代の 8 割が慶野松原を「知らない」と回答しており，若い
世代ほど知られていない実態が明らかとなった（図 -1）．

図 -1 慶野松原の認知度

図 -2 淡路島への来訪頻度　図 -3 淡路島への訪問時季

図 -4 淡路島の海沿い地域に対する印象（複数回答有）

図 -5 慶野松原に実際に訪問した際の印象の度合い
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3．2　淡路島への来訪頻度 ･ 時期

淡路島への来訪頻度をみてみると，「行ってない」と回
答した県民が 52.6%と，およそ半数の県民は淡路島に
行っていないことがわかる．また，行ったとしても「1 〜 3
回」が 40.1%と少ない．季節的にみると夏（38.4%）と
春（26.9%）が多く，秋（9.8%）と冬（4.7%）が少ない．
以上のことから，秋冬の集客が課題であることがわかる（図
-2，3）．

3．3　海沿い地域に対する印象

慶野松原を含めた海沿い地域に対する印象を聞いたと
ころ，「夕景 ･ 夜景」の印象が 42.7%と，回答者の割合
が最も多かった．次いで「海水浴やマリンスポーツ」が
29.9%，「食体験」が 29.2%，「松林などの自然景観」が
25.4%，「お土産」が 23.8%と，以上 5 項目の回答が多
いことが分かった．しかしこれらの項目の中で，実際に慶
野松原を訪れ，ホテルに宿泊された方々の印象をみてみる
と，図 -5より「夕景・夜景（1.52）」と「松林などの自然
景観（1.26）」は評価が高く，期待どおりであったことがわ
かる．一方「食体験（-0.08）」「お土産（-0.10）」「海水
浴やマリンスポーツ（0.26）」については評価が低く，これ
らについては，良い印象を持って慶野松原に来てみたら良
くない印象であったということを示しており，これらの項目
の充実化は必須であるといえる（図 -4，5）．

3．4　慶野松原に期待する事業内容

3.1 で慶野松原に「行ったことがある」「知っている」と
回答した 282 名を対象に聞いた「慶野松原に期待する事
業」をみてみると，世代や性別によって多様であることが
わかった．具体的に，若い世代は、男女共通で「花火な

ど大規模イベント（20 代男性 :45.8%、20 代女性 :27.8%）」
が期待され，男性に限ってみてみると，「海水浴関連施
設（20 代 :29.2%、30 代 :34.4%、40 代 :26.1%）」 や

「BBQ 関連施設の整備（20 代 :29.2%、30 代 :28.1%、
40 代 :34.8%）」が期待され，女性に限ると「食体験（20
代 :38.9%、40 代 :25.0%）」や「マリンスポーツの充実化（20
代 :27.8%、30 代 :29.4%）」が期待されていることがわかる．
一方，中年世代は、30 代以上で「松林などを活かした自
然体験」が、40 代以上で「環境保全」が期待されている

図 -6-1 利用者の月別推移（性別）

図 -6-2 利用者の月別推移（年代別）

表 -1 慶野松原に期待する事業内容
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ことが分かった．このように属性によって嗜好が異なること
から，ターゲットに合わせた事業を検討することが重要であ
ることがわかる（表 -1）．

3．5　利用者数の月別推移

利用者数の月別推移の特徴をみてみると，図 -6-1より
春から夏にかけて来園者数が増加し，9 月に一気に下降
することがわかる．秋冬の集客が課題であるが，特に海水
浴シーズン直後のあり方を検討する必要があるだろう．次
に図 -6-2より年代別の推移をみてみると，8 月以外は 50
歳代，60 歳代が半数を占めていることが，また 30，40
歳代は夏場利用が多いことが特徴として読み取れる．一方，
20 歳代は年間通して来訪が少なく，そのような若い世代に
向けた事業の検討が課題であるといえるだろう（図 -6）．

3．6　まとめ

以上の調査結果から以下の点について検討が必要であ
るといえる．まず，知名度が 33.6％と低いことから慶野松
原の PR をより強力に進める必要があるだろう．特に 20 代
は 2 割しか知らないことから若い世代への PR，誘客が
課題である．次に，慶野松原を訪問した人の印象につい
て，「食体験」「お土産」「海水浴・マリンスポーツ」の評
価が低く，期待を満たしきれていないことから，これらの項
目に対する対策を急ぎ検討する必要があるだろう．さらに，
来訪時期を捉えると，春〜夏にかけて来園者が増加する
が，9 月の海水浴シーズンが終わると同時に一気に下がる
ことから，秋冬の魅力づくりが課題であるといえる．

以上の利用実態に加え，慶野松原の松林の景観特性と
して，砂浜と松林，さらには海浜植物が一体となった景観

「白砂清松の景観」が挙げられ，それを支えているのは
地元住民による落ち葉掻きや下草刈りであることから，そ
の活動の継続性を担保する仕組みづくりも重要であろう．

4　ワークショップの成果

次に市民の意向を取りまとめるべく実施した 2 回のワーク
ショップの成果について報告する．まず1回目のワークショッ
プ（参加者 54 名）で付箋に書かれた内容から KHCoder
を用いて単語を抽出，出現回数が 10 回以上と多かった
単語から議論の概形を把握した．表 -2 にワークショップか
ら抽出された単語を示す．

表 -2より，最も出現回数が多かった単語は「松林，松，
松原」といった松林に関するもので 62 回出現，さらに次の

「夕日」に関する単語も49 回と多く，これら 2 語を 1 人
1 回は語っていることになる．また 1 〜 8 番は松林，夕日，
砂浜，海といった自然景観の魅力と，主にそれらを活用す
る議論であることから，松林や夕日の活用に関する議論が
多かったことがわかる．

次に 9 〜 16 番は「キャンプサイト」のあり方に関する議
論で，特にトイレや施設の不備を指摘する意見が多く見ら
れ，これらの改善について期待していることがうかがえる．
さらに，20，21 番の「食事処」や「土産物屋」，23，29
番の「冬季あるいは夏以外の季節の利用」に関しては，
前章の利用実態調査の結果と踏まえた議論が展開されて
いたことがうかがえる．その他，10，19，24 番など，主に
花火大会など「イベント」についての議論も多く行われた．

以上の成果をまとめたアイデアシートを表 -3 に記す．項
目としては「松林と砂浜の保全・夕日の魅力と活用・自
然を活かしたイベントの実施」「食の豊かさ・食べる環境
の充実，コンテナショップなど働く場所づくり，訪れた人に
お金を落としてもらう仕組みづくり」「キャンプサイトの改善，
慶野松原での多様な過ごし方」「銅鐸の活用」「ＰＲをどう
するか」「遊歩道や貯水池について」「その他の魅力的な
イベント」の 7 項目に関する魅力や課題，提案を得ること
ができ，観光客の利用実態結果と合わせて，以下の 4 つ
のテーマとゾーニング（図 -8）を計画した．

4．1　まちづくりのテーマの設定

（1）夕日や松林を守る，活かす

－淡路島随一の夕景スポットと砂紋の残る白砂青松の風

景を継承，活用，発信－

日本の夕陽百選にも選ばれている慶野松原の夕日は貴

図 -7 ワークショップの様子

表 -2 ワークショップで出現回数の多かった単語
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表 -3 ワークショップから得られたアイデア 
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重な財産である．特に慶野松原の海岸景観にはテトラポッ
ドなどの人工物がないのが特徴で，美しい水平線に沈む
夕日は誘客力のある資源であることから，これを積極的に

活用していくこととする．また 2.5km におよぶ松林も貴重な
ランドスケープ遺産であり，松林と砂浜のセット景観（さら
には海浜植物も含めた景観）は淡路島随一であること，ま

図 -8 慶野松原のゾーニング



－ 27 －

慶野松原における観光まちづくり計画の策定

たこの松林は南あわじの農業を守る防風松林であることを
考慮し，活用とともに未来に継承することを基本とする．特
に白砂青松の景観を維持してきた落ち葉掃きや下草刈りも
大切な活動で，そこに形成される「砂紋の美」は，人と松
との大切な歴史を感じることが出来る風景として，生活者
にも観光客にも広く理解を促し，管理活動への参加に繋げ
ていくこととする．

（2）泊まる，とどまる

－慶野松原での新たな過ごし方の提案－

慶野松原が抱える大きな課題として，施設の老朽化や破
損，使われていない空間の存在が挙げられることから，そ
れらの改善は必須である．足洗場やトイレ，シャワーなどの
設備の改善とともに新たなキャンプサイトの構築を目指す．
また，新型コロナウィルス感染拡大に伴う，市民の屋外空
間で過ごすことへの欲求の高まりを受け，松林での森林浴
や多様なマリンスポーツを組み込んだ慶野松原スタイルの
ワーケーションやグランピングも整備を検討する．さらに建
て替えが議論されている慶野松原荘は，地元の方々も海
水浴客も気軽に利用できる施設への転換を目指す．

（3）食べる，買う

－淡路島らしい食体験の提供－

観光客の意識調査で「食体験」と「お土産」の充実
が課題として指摘された．南あわじ市には，海の幸から里
の幸まで，また名物料理など，多彩な淡路島らしい食資源
や食体験が豊富に存在することから，キッチンカーやガー
デンカフェなどでそれらを提供していく．また，地域の農産
物や土産物を販売するファーマーズマーケットの定期開催
や，新たな商売の場としてチャレンジショップによる出店機
会も提供し，お金を落とす仕組みを活動の中に盛り込んで
いくこととする．

（4）遊ぶ，体験する

－地域コミュニティと作る多彩なレクリエーション－

これまで花火大会やドライブインシアターなど，多彩なイ
ベントを開催してきた慶野松原ではあるが，ここで慶野松
原を代表するイベントの絞り込みを行い，それを集中的に
PR する．特に年間を通じた体験プログラムづくり（夏以外
の魅力づくり）が課題であることから，夕日や松林など季
節に影響を受けない資源活用を検討する．また，観光客
が体験可能なレクリエーションを多様に発信すべく，プログ
ラムを統括し発信する組織づくりも必要である．海水浴やマ
リンスポーツに加え，自然観察会やクラフト体験など，小規
模でも多彩に実施できるアクティビティを揃えていきたい．

4．2　ゾーニング

以上のテーマに基づいて，将来の空間的なあり方を示す
ゾーニング図を作成した．

（1）2 つのエントランスに特徴付けを行い，間に拠点を

作ることで松林内の回遊性を高める

まず，駐車場を有する「夕日のイベントエリア（夕日を
活かすなど慶野松原らしいイベントを展開するエリア，ビ
ジターセンターと一体となって賑わいをつくるエリア）」と，

「KEINO マーケットプレイス（ファーマーズマーケットを定
期開催するエリア）」に特徴付けを行い，間の中休憩所を
“ ガーデンカフェ”として再整備することで回遊性を生み出
す．松林内にあるその他の既存施設はグランピングやキャ
ンプサイトとして将来的には活用すること，松林は保全活動
を基本としつつ，ヨガやオリエンテーリングなど静的なレクリ
エーションの場として，さらにはマルチ材としての松葉やクラ
フト材としてのマツボックリなど，松林から得られる生物資源
の活用も検討してくこととする．また，現在の管理事務所は
ビジターセンターとして慶野松原のエントランス機能や情報
発信機能を担うとともに，ネイチャーセンターやワークショッ
プの拠点としても活用していく．

（2）各宿泊施設のコンセプトを明確にし，多様な観光客

の受け入れを目指す

次に，南の宿泊施設が集積するエリアはそれぞれの施
設にコンセプトを持たせることとした．すなわち，慶野松原
荘は「地元の方々も観光客も気軽に利用できる施設」を
目指すこと，また社会教育センターやビーチバレーコートな
どのエリアは「慶野松原スポーツコミッション」として，スポー
ツ利用が目的の団体を対象とした合宿施設を目指す．こ
のように他の宿泊施設とのコンセプトの違いを出すことで，
多様な観光客の受け入れを目指す．また調整池のエリアは

「生態修復体験エリア」として，体験活動を行いながら環
境改善を図る．具体的には水質浄化の実験やハマゴウな
ど海浜植物の自然観察の場として活用，隣接する建物と
一体的に景観づくりを行う．海岸に突如として現れるオアシ
ス景観として魅力を発信することが有効と考える．

（3）その他

さらに北と南に位置する「マリンスポーツエリア」は，現
在のマリンスポーツ機能を維持しつつ，特に北側のエリア
は遠浅のビーチであることから，子どもを安心して遊ばせる
ことが出来る「ファミリー向けビーチエリア」として整備する．
具体的には，近くに位置する松林にツリーハウスを設置した
り，マツボックリを用いた遊びプログラムを展開したりするな
ど，海水浴だけでなく松林でも子どもが楽しめる環境を提
供できるようにしていく．

4．3　慶野松原の将来イメージ

上記のゾーニングに基づき，慶野松原のランドスケープ
のあり方を提案する．特に慶野松原を活性化に導く際に
キーとなる 4 つのエリア，すなわち「夕日のイベントエリア」
に隣接する管理事務所およびその周辺，さらには慶野松
原荘，「松林・海浜保全活用エリア」の中休憩所，「KEINO
マーケットプレイス」の松林内の広場，「生態修復体験エリ
ア」周辺施設および隣接する調整池について提案を行う．
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なお，全体を通してのデザインコンセプトは，瓦屋根など重
厚な施設と歴史を感じる松林の存在から「和の趣を生かし
た全く新しい癒しの空間」として進めることとした．

（1）「夕日のイベントエリア」：管理事務所とその周辺

夕日のイベントエリアに隣接する管理事務所には，エン
トランス機能とビジターセンターを設ける．その際の課題とし
て，駐車場の位置が管理事務所への進入路に対して左折
した位置にあるため，管理事務所が認知されにくいことが
挙げられる．また駐車場の車の向きも海方向に向いており，
松林がうっそうとしていて暗いため，降車後はすぐに開放的
な海に向かって歩き出す．そのような課題を解決するため，
まず，駐車場に停める車の向きを海方向から松林方向に
変えることで松林に注意を向け，さらに駐車場の中央部に
エントランス部を設けることで，海と松林の双方への動線を
創出することが出来ると考える（図 -9-1）．

具体的なデザインでは，エントランスとして認識できるよう
ゲートを作り，管理事務所の裏手からアプローチする．この
あたりはクロマツも少なく明るい空間が確保できる．管理事
務所周りにはウッドデッキをはり，ワークショップや卓球など
の交流型スポーツができるように施設を配置する．くつろぎ
空間に使用する座椅子などは和の趣を大切にし，クッショ
ンのような地べたに座るタイプのものを使用する（図 -9-2）．

もう1 か所のエントランス空間として大切な施設が慶野松
原荘である．耐震による建て替えが検討されている本施設
は，ワークショップで地元の方々も観光客も気軽に利用で
きる施設を目指すとしている．

まず海との連続性を担保すべく障壁をなくすとともに，建
築もガラス窓を用いて開放的な印象を持たせることとした．
この窓は全面的に開放可能にしてコロナ禍にあっても利用
可能な屋内スペースとして利用してもらいたい．またワーク
ショップで意見のあった，地元の人たちが憩いながら交流
ができるスペースを確保したり，海が見える温浴施設を設
けたりして，気軽に利用してもらえる施設になればと考えて
いる（図 -9-3）．

（2）「松林・海浜保全活用エリア」：中休憩所

中休憩所の活用について，昼はカフェ，夜はバーとして
開放する．具体的な配置は，ピロティにカウンターやテーブル，
椅子を，また周囲にも滲み出したテーブルを設置する．特
に最近利用の多い自転車で来訪する観光客が安心してカ
フェやバーを利用できるよう，自転車のスタンドを座席から
見える位置に設置する．また，慶野松原の施設全体を通し
て Wi-Fi を設置し，ワーケーションの推進に寄与する（図
-9-4）．

（3）「KEINO マーケットプレイス」：松林内の広場

淡路島の食材や資源を活用した飲食や物販とするなど，
一般的なフリーマーケットと一線を画した慶野松原でしか楽
しむことが出来ないマーケット「KEINO マーケットプレイス」
を展開する．このマーケットで購入した飲食物を食べる場

図 -9-1 駐車場からの動線の考え方

図 -9-2 「夕日のイベントエリア」に隣接する管理事務
所およびその周辺のデザインイメージ

図 -9-3 慶野松原荘周辺のデザインイメージ
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は隣接する松林の開けたところで，ソファーなどを置いたく
つろぎ空間とする．園路はハード舗装がなされていることか
ら，すぐにキッチンカーや軽トラ，農民車を集積させたファー
マーズマーケットを開催することが可能だろう（図 -9-5）．

（4）「生態修復体験エリア」周辺施設と調整池

水質浄化が行われ臭いのしない池としたうえで，調整池
のランドスケープデザインを行う．具体的にはハマゴウなど
の海浜植物が踏圧で失われないよう，ウッドデッキを敷い
て歩道を確保する．また池と海の景観の対比を体感できる
よう，池の隅等に視点場を設ける．さらに隣接する施設は
誰もが集えるカフェとする．その他，各施設間や松林内の
移動を支える手段として農民車も活用する．

5　おわりに

最後に，表 -4 にワークショップで挙げられた慶野松原で
の活動案を示す．当該地域には「慶野松原盛り上げて委
員会」や「慶野松原を美しくする会」，「慶野松原根上り隊」
など，慶野松原の活性化や環境保全に取り組む団体が多
数存在する．そのような団体が中心となってこれらの活動
を進めていく．白砂青松の景観や国立公園としてのルール
を順守しつつ，新たな使い方を実験的に取り組んでいくこ
とがこれから必要だろう．
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表 -4 ワークショップで挙げられた慶野松原での活動案


